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は し が き 
  

 近年、電子素子及び電子部品の高度化、デジタル技術の発展等にともない、船舶に備え

られる船舶用無線通信機器及び航海用レーダー等の電子機器は、高機能化が図られている。 

 これらの電子機器に用いられる電子回路、電子工学及び情報通信工学の基礎を始めとし

て、レーダーの基礎、人工衛星を利用した無線通信等について分かり易くまとめたのが本

書である。 

 船舶用無線通信機器及び航海用レーダー等の装備・整備業務等に携わる者は、これらの

技術の基礎をしっかり学習され、より深く機器を理解することにより、個々の技能を高め

ていただきたい。 

 なお、本書はボートレースの交付金による日本財団の助成金を受けて作成したものであ

る。 
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